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存在を伝えていきましょう！私たちの考えも反映された、

政府提案を補う実効性ある対案です。 

 

■2・10 院内集会！ 
 会場も決定しました！「高プロ・裁量労働制の規制緩和に反
対し、真に実効性のある長時間労働規制を求める院内集会」

を成功させましょう。３００人の大きな会場を埋めて下さい！ 
日時 ２０１７年２月１０日 １１時３０分～ 

会場 衆議院第１議員会館 １階大会議室 

主催 日本労働弁護団、過労死弁護団全国連絡会議、全国過労死を考

える家族の会 
 

■長時間労働是正のため実効性ある訴えを！！ 

 ～争点を明確にしていこう～ 

安倍政権が 36 協定の上限規制見直しを打ち出す

なかで、労働側との争点が見えにくくなっているように思い

ます。単に「労働法改悪だ」と叫んでいると思わ

れてしまっては、（政府が現状を変える取組みをア
ピールする中）切実に長時間労働是正を求める労

働者から、私たちが見放され、労働側が蚊帳の外

に置かれかねません。 

安倍政権が長時間労働是正に取組もうとするなら

【狙いはさておき】、私たちが長年の要求をようやく受け入

れたのだと受け止めるましょう。 

そのうえで、①隠された猛毒があること、②実効性に欠

けることをアピールするべきでしょう。 

①隠された猛毒とは？ 

 一番の猛毒は、定額\働かせ放題法・残業代ゼロ法

案です！長時間労働の歯止めとなる残業代をゼロにす

る法案成立（裁量労働緩和・高度プロ）を目指ししつ

つ、長時間労働是正を訴えるなど、矛盾しています。 

②実効性に欠けること 

政府の検討する上限規制は、過労死ラインを超える

上限設定が可能であるなどと不十分です。しかも、現状

の労働時間管理が曖昧な労働現場に上限規制を入れ

るだけでは、隠れ残業が押しつけられるだけで、長時間労

働是正の実効性がありません。他方、野党案は、長時

間労働の温床となっている裁量労働制の規制強化、労

働時間把握義務などが盛り込まれています。 

地味ですが労働時間把握義務の徹底は重要です。

現状で上限規制だけ入れても、職場にサービス残業・隠

れ残業が横行するだけで、本当の長時間労働是正には

つながらないでしょう。 

あらためて、野党の出している長時間労働規制法案

の 
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